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ホットニュース Hot News

病気がみえるVol．11　運動器・整形外科
医療情報科学研究所/編集　メディックメディア

五十肩や骨折などよくある病気も原因
から最新の治療法まで専門的な内容を
イラスト付きで解説。病気で不安な時
の手助けに。

其の241

　元気はいたつ便は、３つのサービスを主な柱としています。
①市内福祉施設への図書の貸し出し
　市内の各福祉施設を月一回巡回し、図書の貸し出しを行っています。
②市内福祉施設での回想法の実施
　市内の各福祉施設を年一回巡回し、回想法を行っています。昔の懐かしい
　思い出話や、紙芝居、歌を歌ったりしてみんなで楽しむ時間を提供しています。
③図書館内で“図書館でいきいき！元気タイム”開催
　毎月第４金曜日午前10時３０分～11時45分まで、中央図書館でゲームや
　音読などを行い参加者同士の交流の場を提供しています。
※サービスご利用および参加希望の方はお気軽にお問い合わせ下さい。

◎図書館の高齢者サービス「元気はいたつ便」

三河田原駅開業100年と、田原駅から続く廃線跡
　三河田原駅は豊橋鉄道渥美線の終点であり、田原
市の玄関口となる駅です。三河田原駅が開業したの
は、ちょうど１００年前の１９２４（大正１３）年６月１０日の
ことでした。
　さて、かつて終点が三
河田原駅のさらに先に
あったことをご存じでしょ
うか。現在の国道２５９
号の大久保南交差点
の東側に、黒

くろかわばら
川原駅が１９２６（大正１５）年に開業し、

終点となっていました。地図で見るととても中途半端
な場所に感じられます。これは福江まで線路を伸ばし
たかったものの、資金難などでそこから工事が進まな
かったという事情によるものです。
　三河田原・黒川原間は太平洋戦争の１９４４（昭和
１９）年に休止となり、レールははがされてしまいました
が、道路に転用された区間が多く、現在でも跡をたど

ることが可能です。おおむね三河田原駅からララグラ
ンのすぐ北側の道を通り、加治地区の丘を登ってい
くルートがそれにあたります。廃線跡の道路は急な坂
道に弱い電車を走らせるために坂をゆるやかにしてあ
り、このためか現在では、自転車で渥美農業高校へ向
かう学生たちの通学ルートに
なっています。鉄道は廃線に
なってしまいましたが、現在も
その痕跡が人々の足として機
能していると考えられます。
　なお、田原市博物館では７
月２７日（土）～９月２９日（日）まで、「開業１００年　渥美
線展」を開催します。懐かしさ満点の写真などから、長
い歴史を振り返っていきたいと思います。　　　　　

　　 （学芸員　木村　洋介）
※駅のあった場所の地名は大久保町黒川原（くろが

わばら）ですが、駅名は「くろかわばら」と命名され
ています。

日本庭園を楽しむ絵本
大野八生／作　あすなろ書房

四季折々の美しい日本庭園は日本
文化の誇りです！日本庭園の歴史や
鑑賞の仕方などイラストでやさしく
紹介しています。

▲三河田原-加治間の
　配線区間の現在

▲初代三河田原駅駅舎
  （1934年、『渥美郡勢総覧』より）

お
し
ら
せ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

た
は
ら
ス
ナ
ッ
プ

こ
こ
見
て
！
た
は
ら

連
載
コ
ー
ナ
ー

お
で
か
け
情
報

広報たはら  令和6年6月│    │21


